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小
学
生
（
国
民
学
校
）
の
頃
は
戦
争
中
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
を
相
手
に
。
戦
争
が
始
ま
っ
た
の
は
私
が
一
年
生
の

十
二
月
八
日
。
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
、
東
北
地
方
は
大
雪
だ
っ
た
。
登
校
直
前
の
朝
の
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
。

日
本
が
戦
争
を
仕
掛
け
た
の
だ
。
そ
れ
か
ら
三
年
半
、
心
身
共
に
辛
い
日
々
だ
っ
た
。

　

戦
争
末
期
、
学
校
で
は
、「
最
後
の
一
人
ま
で
戦
う
」
と
教
え
ら
れ
、「
最
後
は
神
風
が
吹
い
て
、
日
本
は
必
ず
勝
つ
」

と
信
じ
込
ま
さ
れ
て
い
た
。
大
学
生
等
は
学
徒
動
員
で
、
戦
争
へ
狩
り
だ
さ
れ
て
い
た
。

　

私
の
町
（
山
形
県
温あ
つ
み海
温
泉
）
に
は
東
京
小
岩
か
ら
学
童
疎
開
が
や
っ
て
き
て
い
た
。
交
流
は
な
か
っ
た
。

　

昭
和
二
十
年
三
月
、
上
級
生
は
東
京
へ
帰
っ
て
い
っ
た
。
だ
が
東
京
で
爆
撃
に
遭
い
皆
亡
く
な
っ
た
と
後
か
ら
聞
い

宗
片
邦
義

近
況
三
題

　

―
ブ
ラ
イ
ズ
先
生 

・ 

尹ユ
ン
・

東ド
ン
ジ
ュ柱 

・ 「
鳴な

る

門と

の
第
九
」―
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た
。
国
と
国
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
が
、
殺
さ
れ
た
の
は
兵
隊
だ
け
で
は
な
く
国
民
だ
っ
た
。

　

五
年
生
の
夏
、八
月
十
五
日
、ラ
ジ
オ
で
天
皇
陛
下
の
玉
音
放
送
な
る
も
の
を
聞
い
た
。
だ
が
意
味
は
分
か
ら
な
か
っ

た
。
中
学（
現
高
校
）か
ら
帰
っ
て
き
た
兄
が
、「
座
敷
に
座
れ
。
負
け
た
ん
だ
。
ど
う
す
る
。
切
腹
す
る
覚
悟
は
あ
る
か
」

と
言
っ
た
。「
敵
は
鬼
畜
米
英
」、「
負
け
た
ら
皆
殺
し
に
な
る
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
日
の
こ
と
は
今
も
鮮
明
に

記
憶
し
て
い
る
。

　

私
は
こ
の
時
以
来
、
文
部
省
を
、
そ
の
言
い
な
り
に
な
る
教
師
や
教
科
書
を
、
時
の
政
府
を
、
信
用
し
な
く
な
っ
た
。

ま
た
、
新
聞
・
ラ
ジ
オ
の
報
道
を
鵜
呑
み
に
で
き
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。

　

こ
の
戦
争
中
の
三
年
半
は
、
心
身
共
に
、
辛
い
嫌
な
思
い
を
し
た
。
そ
し
て
敗
戦
。
亡
く
な
っ
た
人
は
帰
ら
な
い
。

な
ん
と
多
く
の
犠
牲
を
払
っ
た
こ
と
か
。
こ
れ
か
ら
は
絶
対
に
戦
争
を
し
て
は
い
け
な
い
。
新
憲
法
が
で
き
た
。「
戦

争
放
棄
」
の
言
葉
に
、
国
民
は
ど
ん
な
に
喜
ん
だ
こ
と
か
。
そ
れ
以
後
、
聖
徳
太
子
の
「
和
を
も
っ
て
尊
し
と
な
す
」

と
並
ん
で
、
日
本
国
民
の
二
大
生
活
信
条
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
最
近
は
、
そ
れ
が
危
う
く
な
っ
て
き
た
。『
ハ
ー
バ
ー
ド
日
本
史
教
室
』（
佐
藤
智
恵
著
、
中
公
新
書
ラ
ク
レ
）
に

よ
れ
ば
、
外
国
で
日
本
が
尊
敬
さ
れ
て
い
る
理
由
に
、
こ
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
。

　

中
・
高
・
大
と
は
、
青
春
を
生
き
る
精
神
的
な
苦
悩
を
体
験
し
た
が
、
戦
争
が
な
い
だ
け
、
本
当
に
よ
か
っ
た
。
日

本
は
世
界
各
地
の
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
ず
や
っ
て
き
た
。
自
分
自
身
も
人
生
の
大
半
を
、
好
き
な
職
業
に
従
事
し
、
好

き
な
研
究
に
没
頭
で
き
た
こ
と
は
、
本
当
に
幸
せ
で
あ
っ
た
。

　

八
十
を
過
ぎ
た
近
年
は
、
専
ら
活
動
の
社
会
性
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
社
会
人
類
の
福
祉
発
展
に
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い
さ
さ
か
で
も
貢
献
で
き
な
い
か
。
ど
う
し
た
ら
人
間
は
争
わ
ず
、
戦
争
せ
ず
に
、
互
い
に
信
頼
し
尊
敬
し
合
っ
て
、

生
き
甲
斐
あ
る
人
生
を
全
ま
っ
と
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
国
際
関
係
に
お
い
て
も
、
ど
う
し
た
ら
互
い
に
信
頼
し
尊
敬

し
あ
っ
て
、
そ
の
関
係
を
享
受
し
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
こ
れ
が
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
眼
目
の
つ
も
り
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　

一

　

昨
年（
二
〇
一
九
）三
月
二
四
日
に
、東
京
銀
座
の
観
世
能
楽
堂
に
お
い
て
、新
作
能『
た
た
か
わ
ざ
る
者
―
ヘ
ン
リ
ー
・

ソ
ロ
ー
と
Ｒ
・
Ｈ
・
ブ
ラ
イ
ズ
―
』
を
、
観
世
流
能
楽
師
の
津
村
禮
次
郎
氏
に
上
演
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

上
皇
様
が
皇
太
子
の
頃
の
英
語
の
家
庭
教
師
と
言
え
ば
、
年
配
の
多
く
の
方
は
ア
メ
リ
カ
人
の
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
夫
人

を
思
い
起
こ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
も
う
一
人
英
国
人
で
、
二
十
年
近
く
教
え
ら
れ
た
ブ
ラ
イ
ズ
先
生
と
い
う
方
が

お
ら
れ
た
こ
と
は
、
一
般
に
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
上
皇
さ
ま
が
退
位
を
表
明
さ
れ
た
折
、
ブ
ラ
イ
ズ
先

生
を
シ
テ
（
主
人
公
）
に
し
て
、
新
作
能
を
ぜ
ひ
制
作
し
た
い
と
思
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

ブ
ラ
イ
ズ
先
生
は
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
、
日
本
敗
戦
の
翌
年
か
ら
、
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
る
六
四
年
ま

で
の
一
九
年
余
り
、
学
習
院
大
学
教
授
と
し
て
、
ま
た
皇
太
子
の
英
語
家
庭
教
師
と
し
て
、
さ
ら
に
多
く
の
大
学
や
外

務
省
研
修
所
や
そ
の
他
で
、
英
語
英
文
学
を
教
授
さ
れ
た
。
だ
が
ご
自
身
は
、
人
間
の
生
き
方
を
教
え
る
の
が
狙
い
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。
私
は
先
生
の
晩
年
、
足
か
け
九
年
間
、
茗
荷
谷
の
東
京
教
育
大
学
（
現
筑
波
大
）
で
、
英
文
学
講
義

や
ゼ
ミ
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
上
皇
様
が
美
智
子
様
と
御
婚
約
そ
し
て
結
婚
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
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さ
て
、
ブ
ラ
イ
ズ
先
生
を
シ
テ
に
し
た
能
で
あ
る
が
、
題
は
「
た
た
か
わ
ざ
る
者
」
と
し
、
副
題
に
「
ソ
ロ
ー
と
ブ

ラ
イ
ズ
」
と
し
た
。
そ
れ
は
先
生
が
、「
恐
ら
く
最
も
偉
大
な
ア
メ
リ
カ
人
」
と
呼
ん
で
い
た
人
物
が
ヘ
ン
リ
ー
・
ソ
ロ
ー

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ソ
ロ
ー
は
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
作
家
で
、
非
暴
力
や
生
命
尊
重
や
奴
隷
制
反
対
を
訴
え
て
、
イ
ン
ド
独
立
の
父
ガ

ン
デ
ィ
や
ア
メ
リ
カ
公
民
権
運
動
の
指
導
者
キ
ン
グ
牧
師
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
対
メ
キ
シ
コ
戦
争
に
反
対

し
て
納
税
を
拒
否
し
投
獄
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

ブ
ラ
イ
ズ
先
生
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
―
一
八
）
中
、
十
八
歳
に
な
り
、
兵
役
を
拒
否
し
た
。「
ド

イ
ツ
は
イ
ギ
リ
ス
の
敵
で
も
、
ド
イ
ツ
人
は
私
の
敵
で
は
な
い
。
私
は
人
を
殺
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
。
そ
し
て

ロ
ン
ド
ン
の
刑
務
所
に
収し
ゅ
う
か
ん監

さ
れ
、
二
年
間
労
役
に
服
し
た
。
い
わ
ゆ
る
良
心
的
徴ち
ょ
う
へ
い兵

忌き

ひ避
者し
ゃ

（conscientious 

objector, CO

）
で
あ
っ
た
。
時
の
政
府
に
よ
っ
て
変
わ
る
国
の
法
律
等
で
は
な
く
、
自
ら
の
良
心
に
従
っ
て
生
き
る

と
い
う
。
十
八
歳
に
し
て
そ
う
決
意
し
た
青
年
で
あ
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
敗
北
に
終
わ
っ
た
戦
後
、
解
放
さ
れ
て
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
入
学
、
英
文
学
を
専
攻
し
、
夏
目
漱
石
も
聴
講
し

た
Ｗ
・
Ｐ
・
ケ
ア
教
授
に
教
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
当
時
日
本
統
治
下
に
あ
っ
た
朝
鮮
の
京け
い

城
じ
ょ
う

帝
国
大
学
予
科
に
英
語

教
師
と
し
て
赴ふ

任に
ん

し
た
。

　

さ
ら
に
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
、
金
沢
の
四
高
（
現
金
沢
大
学
）
に
移
り
、
翌
年
か
ら
太
平
洋
戦
争
終
結
ま
で

の
三
年
半
は
、
神
戸
の
敵
国
民
間
人
収
容
所
に
収
監
さ
れ
た
。
そ
の
間
著
述
に
専
念
し
、
戦
後
解
放
さ
れ
、
鈴
木
大だ
い
せ
つ拙

等
の
推
薦
で
学
習
院
大
学
に
迎
え
ら
れ
た
。




